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						三倉忠

とある青年は今年から大学生になり、一人暮らしを始めていた。彼は地方の大きな病院の跡取り息子ということもあり、彼の住むマンションは非常に豪華なものであった。
ある日のこと彼のマンションに見知らぬ男が訪れた。その男は袖のよれた黒いシャツに灰色のニット帽を目深にかぶっていた。年は青年と同じくらいだろうが、身体は細く押せば簡単に倒れてしまいそうなほどであった。
　なんだこいつは、と防犯意識もなく不用意に扉を開けてしまったことに青年は後悔した。扉を開けたものの男は何もしゃべらない。なにか青年のことを観察しているような様子であった。
青年が男に対して不審に思っていると突然男はさっとニット帽を外し、ふふっと人の良さそうな笑顔を見せた。
「あまりそんな顔をしないでいただきたいものですね。別に怪しいものではありませんよ」
「……あんたはだれだい？」
「おや、まだ私のことお分かりにならないんですか？」
男はわざとらしく驚いた表情をつくった。青年は小馬鹿にされたような気がして、男を睨みつけて強い口調で言った。
「私はあなたのことなんててんで知りませんよ。人違いではありませんか。それともただの悪戯ですか？　冷やかしならさっさとお帰りいただきたいね。こっちはあなたとの会話で時間を浪費する義理はないんですから」
「おっとこれはこれは、ほんとにお分かりにならないようですね」
緩んでいた口元をさっと引き締め男は急に真剣な顔つきになり、矯正器具のついた歯茎を剥きだして言った。唾液の付いた器具が気持悪く光っていた。そこで青年はこの男が自分と同じ大学の生徒であり、さらに同じ講義にでて何度か会話をしたことがある人物だと気がついた。
「君は、たしか大学の……」
「やっと思い出していただけましたか」
　ふたたび男は、さっと人の良さそうな笑顔にもどった。
「君がどうしてここに？」
青年と男はさして仲がいいわけでもなかったし、もちろん自分の部屋の場所のことなど話している訳でもなかった。だからなぜこの男が自分の部屋を知っていて、さらになおかつどうして訪れたのか、青年にはまったく理由がわからなかった。
すると男は両手を広げ、少し顔を傾けてみせた。
「どうやってあなたの部屋を知ったかについてはまた今度、じっくりお話しましょう。それより私が今日こうしてあなたのもとに訪れたのはちょっとしたおねがいがあったからなのですよ」
「お願いかい？」
「ええそうです。実はあなたに募金をお願いに来たんですよ」
そういうと男は横に置いてあった、ティッシュの空箱に紐をつけたものだけのもの（おそらく募金箱のつもりであろう）を首にかけて、指をさしてその存在を青年に強調した。
「ああ？募金だって。何を言っているんだい。君は、休日にたいして知り合っていない知人宅をわざわざ訪れた理由が、寄付のためだっていうのかい」
「ええ。その通りですよ」
青年はすっかり呆れかえったが、男のそのさも当然といった落ち着いた返答に些かの興味をそそられたのも確かであった。

「それでなんの寄付なんだい？」
「それは色々さ、ユニセフに送ってアフリカの恵まれない子供たちに予防注射を受けさせたり学習道具を与えたり、ときには衣服を送るときもあるかな。
他にもお金がなくて手術が受けられない人たちに恵んだり、ときには孤児院に寄付することもあるのよ。ああそうだ、君は知っているかい孤児院がこのマンションのすぐ裏手にあるのを」
「いや、知らなかったな」青年は正直に答えた。
すると男はわざとらしく頭をうな垂れさせ、やれやれといったような顔をした。
「そうかい、でもまあ最近じゃそんなものだよ。いくら近所だからって自分とかかわりのない場所や施設には関心をもたないものだしさ。関心がなければ例えそういった施設や建物が目に付いたとしても、それは大通りに植えられた街路樹さながらすぐに目を外れていくだけさ。ただの意味のない風景としてね。
いやでも勘違いしては欲しくないんだ。これは別に君を責めようってわけじゃないんだぜ。現代人の傾向というかさ、いわゆる時代ってやつだね。
この前なんて、ある老人ホームでボケた老人が脱走してことがあってね。警察なんかも出てきて大規模な捜索が行われたんだ。そこで警察は老人ホームの向かいにある大きなマンションの住人に聞込みを行ったんだ。うん、そのマンションってのはこの君が住んでいるマンションみたいな高級で小洒落た感じのマンションだったんだけど、そこのマンションの殆どの住人が向かいの建物が老人ホームだったなんてこと知らなかったと答えたらしいんだよ。まあ、お金持ちの人たちは、僕らみたいな底辺な生活者の事なんて気にかけないんだろうね、まるで街路樹のように」
男は悲しそうな目つきをした。
「君は極端な意見の持ち主のようだね」
「そんなことはないさ、他にもそういった事例はいっぱい報告されているからね。二年前にあった発電所の事故のときも」
「もういいよ」と青年は男の話を遮った。まくしたてるように喋りだした男に、苛立ちを感じ始めていたからだ。
「もう関係ない話はやめてくれないか、さっきも言っただろ僕は忙しいんだ」
「そうか、それはすまなかったね」と男は申し訳なさそうに言うと、ティッシュの空箱を青年の方に差し出しながら「じゃ募金をお願い」と言った。青年が募金することがさも当然であると言わんばかりに。

「残念だけど僕は君に寄付をしてあげられないね」
「なんだって」
男は驚愕の叫びを上げた。これもいかにもわざとらしく、青年を腹立たせた。
「君はこんなにも贅沢なマンションに住んで、さらに何もしなくても不自由なく生活できるだけの金をもっているというのに、それでも君は一銭たりとも募金しないつもりなのかい」
「ああその通りだよ」
男はしばらく沈黙した後、こんなことを言い出した。
「君は恥ずかしくないのかい？」
「なにが恥ずかしいことなんてあるもんか。僕は時折ちゃんと募金もしているよ」
「ならなぜ今しないのです」
男は鋭く青年を睨みつけた。
「……僕にはあまり時間がないから君がすぐにでも、僕からの募金をあきらめられるように正直にいおう。たしかに君がしていることはたいへん立派な社会的奉仕行為であろうが、どうしても僕には君のことが信じられないというか……君は僕の目から見てかなり疑わしき人物に見えているんだよ。
だってそうだろ、たいして仲がいいというわけでもない、ただ何度か言葉を交わしただけの人がどうして僕の家を知っているんだい、そしてさらに部屋を訪ねて募金をねだってくるんだい。
本当に君が心から恵まれない人たちに何かしらのものを与えたいと切に願っているのなら、こんなことに時間を割くよりも君自身がバイトしてそれによって得たお金を募金すればいいんじゃないか」
「募金とは与えるものと与えられるもの、どちらともを幸せにする行為なんですよ。私はあなたに幸せを届け、なおかつ世界を見る機会をあたえ視野を広くもってほしいと思っているんですよ。それにさっき君は、僕が募金をねだりに来てきるといったね。それじゃまるで僕が邪な考えがあって募金を集めているみたいじゃないか」
青年ははあ、と深い溜息をついてから「正直に言うとその通りだよ」と言った。「だから僕は、君がこの募金したお金をそのまま自分の懐にしまいこんで私財にするんじゃないかということを心配しているんだよ」
そういうと男の顔がさっと赤く染まるのがわかった。
「とにかく帰ってくれよ」
いつの間にか体半分部屋に入りこんでいる男の肩を押しておいだそうとするが、その薄い身体は意外にもびくとも動かなかった。こちらがいくら強く押してもそれは変わらなかった。

青年は男を追い出すのを諦めることにした。
「どうやら君は善意から募金を集めているというわけではなく、僕から金をせびろうとしているというわけなんだね。それは僕が金をもった家の子ども、まあ僕がお金を持っているというだけの理由からかい？」
「端的にいったら、その通りだね」と男は開き直った顔をして言い放った。
「しかし、なぜそんなことをするんだい？」
「はっはっ、それはいわゆる所得の再分配というやつだよ。この社会では、政府が所得税という名目で所得の再分配を行っているじゃないか。でも僕は、それだけじゃ物足りないと思うんだよ。だから僕がそれを自主的に行うというわけだよ」
青年は再び呆れ返った。
「きみがどうしてそんなことをしないといけないかは聞かないことにするよ。人にはそれぞれ主義主張があるものだからね。ただこれだけは教えてくれないか。どうして僕なんだ。僕以外にも金を持った人は多くいるはずだ。それも僕よりも多くの金を持った人達がね」
「なんてことはないさ。それが運命なのさ」
「運命だって」
「人は生まれてくるところの貴賤を選べやしない。僕が金をせびろうとする相手がなぜ君かは、君がなぜ金持ちの子として生まれたかということと同じことさ。そんなものさ」

誇らしげに自分の主張を吹聴する男を尻目に青年は何もいわずただ微笑んで見せた。
「さあ早く僕にお金をくれよ」
青年は何も言わず財布から諭吉を取り出し、男の手に掲げられたティッシュの空箱にすっといれた。それと同時にいやらしくニヤついた男の顔を思いっきり殴りつけた。男は後ろに吹っ飛び、ギャーギャー言いながら床を転げまわった。
「なにするんだよ」
男は赤く腫れ上がり痛々しくなった頬を抑えながら、今にも泣き出さんばかりの声を出した。「怒ったのか？　それとも君たちは僕らのような人間を殴ってもいいと思っているのかい？」
青年はふふっと微笑んでから男を見下ろした。
「何を言っているんだい。僕はただ君と同じように再分配を行っただけだよ。実は僕大学ではボクシング部に入っていてね。でもまだ一年生だから先輩のスパーリングに付き合わされても一方的に殴られっぱなしなんだよ。あれはひどいもんだよ。先輩は一年生相手でもまったく手を抜かないからね。あれはスポーツじゃないよ、ただの暴力さ。
　だからね、僕は自主的に再分配をしたんだよ、暴力のね」


